
総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
第
２
次
豊
後
大
野
市
総
合
計
画

　
（
基
本
構
想
・
基
本
計
画
）
の
策
定

議
会
基
本
条
例
第
18
条
に
よ
る
も
の

で
、
第
２
次
総
合
計
画
の
平
成
28
年
度

か
ら
10
年
間
の
基
本
構
想
と
５
年
間
の

前
期
基
本
計
画
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　
　

表
紙
の
「
ぶ
ん
ご
る
」
を
ど
う
い

う
扱
い
を
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

豊
後
は
大
分
県
内
の
非
常
に
広
い
範
囲

で
、
ま
た
豊
後
高
田
市
も
あ
る
。「
ぶ
ん

ご
る
」
を
総
合
計
画
の
表
紙
に
使
っ
て

い
い
も
の
か
。

　
　
「
ぶ
ん
ご
る
」
は
、
７
つ
の
意
味
を

持
つ
新
語
で
す
。
豊
後
高
田
市
も
あ
る

が
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
一
つ
の

新
語
と
い
う
形
で
受
け
止
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
査
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
地
産
地

消
の
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
と
併
せ
て
、

市
内
に
ど
う
い
っ
た
種
類
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
る
か
、
そ
の
賦
存
量
調
査
を

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

●
財
産
の
無
償
貸
付

　
（
旧
大
野
町
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

貸
し
付
け
の
相
手
方
は
特
定
非
営
利

活
動
法
人
豊
後
の
ひ
つ
ぎ
で
、
将
来
計

画
で
は
30
名
程
度
の
雇
用
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
　

今
後
避
難
所
と
か
、
そ
う
い
う
機

能
は
な
く
な
る
の
か
。

　
　

事
業
を
行
う
た
め
と
い
う
こ
と
で

す
の
で
、
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

外
国
産
が
流
通
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
需
要
の
見
込
み
は
。

　
　

県
内
の
み
な
ら
ず
、
九
州
管
内
に

販
路
拡
大
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

賛
成
討
論　

地
元
地
区
が
異
議
な
し
と

い
う
こ
と
で
、
本
当
に
幸
い
だ
と
思
う
。

雇
用
面
か
ら
も
、
な
か
な
か
企
業
誘
致

も
将
来
30
名
と
な
る
と
、
な
か
な
か
な

い
。
よ
っ
て
、
賛
成
す
る
。

●
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
等

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
本
条
例
の
保
育

所
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
地
域

型
保
育
所
の
利
用
者
負
担
額
を
定
め
る

世
帯
階
層
区
分
を
平
成
27
年
４
月
１
日

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
　

還
付
対
象
の
世
帯
数
と
人
数
、
金

額
は
。

　
　

16
世
帯
16
名
、
還
付
額
は
22
万
８

１
０
０
円
で
す
。

●
教
育
振
興
特
別
奨
学
金
条
例
の
制
定

奨
学
金
の
額
は
、
月
額
３
万
円
を
就

学
期
間
の
３
年
間
に
わ
た
っ
て
給
付
し
、

特
別
奨
学
生
は
最
大
で
各
学
年
10
名
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
選
考
委
員
会
を
設

け
て
中
学
３
年
生
時
の
統
一
試
験
の
成

績
や
日
頃
の
勉
学
の
態
度
等
々
を
加
味

し
な
が
ら
選
考
に
当
た
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　
　

平
成
27
年
度
、
本
市
か
ら
三
重
総

合
高
校
に
何
人
入
学
し
た
の
か
。

　

市
内
の
受
験
生
は
３
０
０
名
ほ
ど

い
ま
し
た
が
、
三
重
総
合
高
校
に
１
１
２

名
、
竹
田
高
校
に
58
名
、
大
分
市
の
普

通
科
系
に
34
名
と
い
う
こ
と
で
、
ほ
ぼ

同
数
に
近
い
生
徒
が
他
市
に
流
れ
て
い

る
状
況
で
す
。

　
　

奨
学
金
の
財
源
は
。

　
　

現
在
、
基
金
を
積
み
立
て
て
財
源

に
充
て
た
い
と
考
え
、
財
政
当
局
と
協

議
の
途
中
で
す
。

　　
　

あ
る
程
度
の
学
力
の
方
に
と
い
う

の
な
ら
わ
か
る
が
、
頭
か
ら
10
名
に
給

付
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　

必
ず
毎
年
10
名
と
い
う
意
味
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。『
特
に
優
秀
な
』
と
い
う

言
葉
も
入
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
一

定
の
成
績
以
上
で
な
い
限
り
は
、
10
名

以
下
も
あ
り
得
る
と
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

質質

質

質 質 質

質質

答答

答

答 答 答

答答

委
員
会
審
査
報
告

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
８
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
４
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
平
成
27
年
度
簡
易
水
道

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

主
な
歳
出
は
、
新
規
水
源
関
連
施
設
整
備
工
事
請

負
費
５
４
０
０
万
円
の
減
額
で
、
こ
れ
は
千
歳
簡
水

の
水
源
が
確
保
で
き
た
場
合
、
管
路
敷
設
を
計
画
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、今
回
方
向
性
を
変
え
、

全
額
減
額
補
正
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
緒
方
簡
水
で
漏
水
が
疑
わ
れ
る
箇
所
が
判

明
し
た
た
め
、
該
当
す
る
約
１
３
５
メ
ー
ト
ル
部
分

の
管
路
の
水
道
施
設
工
事
請
負
費
と
し
て
２
７
０
万

円
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
　

千
歳
簡
水
の
今
後
の
送
水
等
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

昨
年
試
掘
し
た
新
規
ボ
ー
リ
ン
グ
部
分
で
量
は

確
保
で
き
た
が
、
水
質
に
や
や
問
題
が
あ
る
の
で
、

方
向
性
を
変
え
、
新
年
度
に
向
け
県
と
も
協
議
中
で

す
。

質答

各議員の議案に対する賛否の状況　（平成27年　第4回定例会）

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野順一議員は議長職のために表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
結
果

議
決
年
月
日

清風クラブ 緑政会 市民クラブ 政友会 三岳会

議員名

件　名

佐
藤　

徳
宣

渡
辺　

一
文

生
野　

照
雄

宮
成　

寿
男

髙
山　

豊
吉

小
野　

泰
秀

小
野　

勇
治

首
藤　

正
光

内
田　

俊
和

川
野　

優
治

衞
藤　

竜
哉

宮
成　

昭
義

恵
藤
千
代
子

朝
倉　

秀
康

工
藤　

友
生

長
野　

健
児

沓
掛　

義
範

赤
峰　

映
洋

衞
藤　

正
宏

佐
藤　

辰
己

神
志
那
文
寛

豊後大野市議会の議員その他非常勤の職員
の公務災害補償等に関する条例の一部改正

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

豊後大野市行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の制定

可決 12月18日 ○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○×

豊後大野市税条例等の一部を改正する条例
の一部改正

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○×

豊後大野市税特別措置条例の一部改正 可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
豊後大野市私債権の管理に関する条例の制
定

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

豊後大野市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の利用者負担等に関する条例の
一部改正

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

第２次豊後大野市総合計画（基本構想・基本
計画）の策定

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

財産の無償貸付（旧大野町西部コミュニティ
センター）

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○××○○○○○○

平成27年度一般会計補正予算（第3号） 可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
平成27年度国民健康保険特別会計補正予算
（第3号）

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成27年度後期高齢者医療特別会計補正予
算（第1号）

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成27年度簡易水道特別会計補正予算（第2
号）

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

豊後大野市教育振興特別奨学金条例の制定 可決 12月18日 ○×○○○○××××○○○○○○○○○○○
豊後大野市過疎地域自立促進計画（平成28
年度～平成32年度）の策定

可決 12月18日 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※賛否一覧は議会ホームページや議会事務局にてご覧いただけます。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
１
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

12月定例会（委員会審査報告、賛否一覧）
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